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RI実験を安全に進めるために 

バイオセーフティー講習会 
2016年5月9日 

 
産研放射線安全委員会　委員 
西　毅　(生体分子制御科学) 

	

大阪大学産業科学研究所RI実験室	

施錠 
入室記録	

施錠	

管理室 
各種記録 
入退出管理システム	

廃止	

非密封実験は全て他の施設で行う 
例えば 
アイソトープ総合センター吹田本館	

1



2016/04/28	

2	

産研の放射性同位元素使用者登録	

非密封      大阪大学ラジオアイソトープ総合センター　	

密封　　　　放射線実験室、コバルト棟	

X線　　　　　放射線実験室、X線回折装置、Spring8	

原子力基本法　（昭和３０年１２月１９日法律第１８６号） 
 
放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律 
　通称　放射線障害防止法　（昭和３２年６月１０日法律第１６７号） 
 
（学内規定） 
　大阪大学放射線障害予防通則 
　大阪大学原子力研究・安全委員会規程 
　大阪大学原子力研究・安全委員会放射線安全管理部会規程 
　大阪大学放射線同位元素等取扱者登録実施要項、登録実施細目 
　大阪大学放射線同位元素等運搬要項 
　大阪大学個人被ばく占領の測定要項 
　大阪大学放射線同位元素棟取扱者の健康診断実施要項	

健康診断	

○　放射線施設への立ち入り者 
 
　　　立ち入り前健康診断 
　　　年２回　web問診　　	

○　核燃料 
 
　　　安全衛生管理部主催　教育訓練　毎年１回　　	

○　X線発生器使用者 
 
　　　大阪大学エックス線等障害予防規程　（平成27年7月1日施行）に基づき 
　　　事前講習の受講が必須になります　	

忘れずにWeb問診を受けてください。 
忘れた場合は再度立ち入り前健康診断を 
受診する必要があります	
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健康診断や講習の受講情報の確認方法　	

放射性廃棄物の処理について	

液体シンチレーター以外→日本アイソトープ協会	

液体シンチレーター
（一部有機廃棄物も含む）→ラジオアイソトープ総合センター 

　焼却処分	

可燃物
難燃物
不燃物
非圧縮性不燃物
有機液体
無機液体	

3



2016/04/28	

4	

可燃物	

難燃物	
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不燃物	

大型のガラス瓶などは、減容処理
して非圧縮性不燃物として処理	

ＴＬＣの 
ガラス板など	

非圧縮性不燃物	
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中和に半日かかった例もありますので、注意してください。	

無機液体	

放射能・線量当量率の制限値及び割増料金  

１センチメ－トル線量当量率制限値　 集荷時における容器又はフィルタ梱包表面の１セン
チメートル線量当量率は5µSv／h以下。 
割増料金　固体廃棄物、液体廃棄物（無機液体）の集荷時における放射能又は１センチ
メートル線量当量率が上記1，2の制限値を超えるものにつきましては、割増料金を適用い
たします。 ただし、割増料金の範囲は下記の通りといたしますので、ご注意ください。　（1）

放射能・・・放射能制限値の10倍以下（2）1センチメートル線量当量率・・・１センチメートル
線量当量率制限値の100倍以下* 液体廃棄物（有機液体）が上記1，2の制限値を超える
場合は集荷対象外となります。  

固体廃棄物	

・3Ｈ、14Ｃ、125Ｉ、131Ｉ　　　　　　　　 ≦ 40MBq	
・その他の核種（α核種を除く） ≦ 400MBq	
	

液体廃棄物（無機液体）	

・3Ｈ、14Ｃ、125Ｉ、131Ｉ　　　　　　　　≦ 2kBq／ml	
・その他の核種（α核種を除く）≦ 20kBq／ml	
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ＲＩ廃棄費用は高価ですので、無駄のない廃棄を心がけること。 
2010年度にはまた15％金額が上がります。	

分 類	 容量	
通常料金	 割増料金	

本体価格	 消費税額	 本体価格	 消費税額	

可燃物	 ５０L 28,400 1,420 36,100 1,805 
難燃物	 ５０L 36,200 1,810 48,000 2,400 
不燃物	 ５０L 59,000 2,950 73,600 3,680 
非圧縮性不燃物	 ５０L 103,200 5,160 122,000 6,100 
有機液体	 ２５L 135,000 6,750 －　	 －	

無機液体	 ２５L 37,400 1,870 48,000 2,400 

分からないことがあれば管理者に相談	

2008年度、2009年度（2007年度より15％値上がり）	

焼却装置において焼却処理をおこなうものは、３Ｈ、１４Ｃ、３２Ｐ、３３Ｐ，３５Ｓ及び４５Ｃａを含む 
液体シンチレーター廃液およびモニタリングの際に生じる液体シンチレーター廃液であり、前 
者については次の各号に掲げる焼却処理基準に適合するものでなければならない。 
①３Ｈ、１４Ｃ、３２Ｐ、３３Ｐ，３５Ｓ及び４５Ｃａ以外のＲＩを含まないこと。 
②廃液中のＲＩ濃度は、排気口における排気中のＲＩ濃度及び排水口における排水中のＲＩ 
　濃度が、法定の濃度限度以下となる濃度とすること。 
　一般的な条件下で焼却する場合における廃液の濃度は、次の値以下とする。 
　　　３Ｈ、１４Ｃ及び３５Ｓ　　　　：３．７×１０１Ｂｑ／ｃｍ３（１×１０－３µＣｉ／ｃｍ３） 
　　　３２Ｐ、３３Ｐ及び４５Ｃａ　　　：３．７×１００Ｂｑ／ｃｍ３（１×１０－４µＣｉ／ｃｍ３） 
③複数の核種の混在はできる限りさけること。 
④複数の溶媒を混合しないこと。 
⑤自然性を有すること。 
⑥沈殿物及び固形懸濁物質を含まない液体であること。　スメアテスト用ろ紙の混入に注意！ 
⑦別表に掲げる有害金属元素及びその化合物を混入していないこと。 
⑧難燃性化合物、爆発生化合物を混入していないこと。 
⑨過塩素酸、三塩化酢酸、塩酸等の酸性物質を混入していないこと。 
⑩著しい悪臭を発しないこと。 
⑪その他焼却処理に支障をきたす物質及び環境を汚染するおそれのある物質を混入して 
　いないこと。	

大阪大学ラジオアイソトープ総合センター 
放射性有機廃液焼却装置使用要領  

液体シンチレーターの焼却について	
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0.03 Bq/cm2　を汚染有無の基準としています。	
（100 cm2 ふき取り、ふき取り効率　50%、計数効率　50%）	

汚染除去後に100 cm2ふき取った場合の計測値が45 cpm
以下になるようにしてください。	

産研ＲＩ実験室の汚染検査	

汚染除去について	

参考：　電離放射線障害防止規則　別表第３　　表面汚染に関する限度　(放射性物質取扱作業室 ）	

区分	 限度 
（Ｂｑ／ｃｍ２）	

アルファ線を放出する放射性同位元素	 ４	

アルファ線を放出しない放射性同位元素	 ４０	

注意：　液体シンチレーション測定法では、RI核種、サンプルの形状、シンチレーターやカウン
ターの種類によって計数効率が異なります。核種による計数効率の目安3H 30～50 %, 14C / 
35S >80 %, 32P　ほぼ100 %で計算しています。	

37KBq = 1µCi = 222x104dpm  cpm = dpmx計数効率	

　（１）物（床、器具等）の汚染 
	
マ－キング、ふきとり、ポリエチレンろ紙張替え。 
まず水でふきとる（汚染を拡大しないこと）続いて材質に合った除染剤を使用
する。 	
	
床等・・・　石けん洗剤、ＥＤＴＡ等可溶性錯塩形成剤など	
　　　　　　（エタノールなどは床材を溶かしてしまうので使用しない） 
金属類・・洗剤、クエン酸、硝酸など 
	
　（２）身体への汚染	
  
とにかく流水で洗う（冷静になってから次になすべき事を考える） 
	
中性石けん使用 
酸化チタンペ－スト、クエン酸水溶液等の除染剤使用（希釈して使用）　　　　	

汚染の対処	 あわてずに、落ち着いて考えてから 
RI管理責任者に連絡	

汚染範囲を拡大させないことが重要	
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核種	 半減期	 β線エネルギー	 水中最大飛程距離	

最大(keV) 平均(keV) (cm) 
3H 12.3 年	 18.6 5.5 ６ x 10-4 
14C 5730 年	 156 50　	 2.8 x 10-2 
35S 87.4日　	 167　	 49 3.2x 10-2 
32P 14.3 日	 1709 700 0.76 
33P 25.4日	 249 ６ x 10-2 

45Ca 165 日	 257 77 

125I 60 日	　	 γ + X 

各種RIの性質	

参考　Amersham Parmacia ラジオアイソトープ利用ガイドブック	

安全管理を徹底してください。 
記録類の記入漏れがないようにお願いします。 

 
問題がありましたら、施設の放射線取扱主任者にお知らせください。	

平成28年度　放射線取扱い主任者	

放射線取扱主任者	 誉田　義英	

放射線取扱主任者	 藤乗　幸子	

放射線取扱主任者	 榊原　昇一	

放射線取り扱主任者補佐	 古川　和弥	

ガラスバッチ管理　	 放射線実験所	

西野研、山口研　	
加藤研、中谷研	

西　毅	

放射線安全委員会　委員長　中谷　和彦	
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緊急対応マニュアルは所内ＨＰ内、事務部、研究連携課、研究協力係	
２．事務マニュアル　□規程　□ＲＩ・核燃料物質： に掲載しています。	
　http://a-web.sanken.osaka-u.ac.jp/local/jimu/	
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